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2008年7月7日から9日かけて行なわれた北海道

洞爺湖サミットの首脳夕食会において、モンテベ

ロの1997がメインディッシュとともに提供されまし

た。

福田元首相夫妻が主催した首脳夕食会は、ザ・

ウィンザーホテル洞爺の和食レストランで開かれ

たものです。テーマは「北海道、大地と海の恵

み」。利尻島のバフンウニ、オホーツク産毛ガニ、

網走産キンキといった北海道の魚介類を使った

料理が出されたあと、乳飲み仔羊のローストがメイ

ン料理として登場しています。この夕食会の「主役

料理」に寄り添ったのが、モンテベロ1997でした。

モンテベロ以外では、シャンパーニュ（ラ・スル・グ

ロワ／ル・レイヴ）、ルイ・ラトゥールのコルトン・シャ

ルルマーニュ2005、トカイ（ハンガリーの産地）の

甘口が提供されたほか、静岡県・磯自慢酒造の

「磯自慢 純米大吟醸中取り」もふるまわれていま

す。

美食外交、食卓外交という言葉があります。各国

首脳が集まって食べる食事のメニューともなります

と、美味しいものを集めただけでは当然なく、一品

一品に政治的な意味があるのが普通です。ナポ

レオン戦争時代のフランスの外交家、タレーラン

＝ペリゴールは、シャトー・オー・ブリオンと伝説の

料理人アントナン・カレームを駆使した豪華な夕

食会によって、ウィーン会議における交渉を有利

に進めることができました。今回、モンテベロ1997

は、いかなる「役割」を担うことを日本政府から期

待されていたのでしょうか。

日本企業が保持している世界的ワイナリーの誇

リッジのモンテベロ
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サミットの晩餐会で
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示、という意図がまずあるでしょう。日本酒「磯自

慢」は言わずもがなですが、シャンパーニュにつ

いても「日本人プロデュース」が話題になった銘柄

です。飲み物メニューの全体が、日本の国力のア

ピールになっています。加えて、晩餐会のクライ

マックスで提供される赤ワインを、カリフォルニアの

ワイナリーにしたのはブッシュ大統領への目配せ

でしょうか。また、洞爺湖サミットが環境問題に

フォーカスしていたことを考えますと、環境に配慮

した自然な企業活動というメッセージが、リッジの

ワインに込められていたと見ることもできるでしょ

う。

ただし、いかに外交的に都合のよい属性があっ

たとしても、味がいまひとつなら大役をまかされる

ことはありません。美食に飽いたはずの首脳陣

を、感嘆させることができる文句無しの美味。これ

があったからこそ、モンテベロが選ばれたのは間

違いないことです。


